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1. はじめに 

次世代学際・ 融合研究プロジェクトとしての「 樹折型 基幹科学技術研究プロジェクト」 ( 以下 @ 
軸」 ) と略称 ) が 2 ㏄ 5 年より NPO としてスタートした。 現在 4 つの大きなテーマ ( ① 人 問と ィ幾械 

の インタラクション 、 ②経営と生産における 共存と統合、 ③システム ヂ ザインの革新、 ④リスクに 

対応ずる新たな 横 静的体系 ) のもと 32 の学会が参加し 検討を始めている。 筆者も情報文化学会の 
立場から参加し、 ①のグループに 属している。 

横幹の プロジェクトはこれからといったところであ りよく見えていない 部分もあ るが 本 発表では 
筆者個人の立場から、 特に研究活動支援サイドからの 視点として理論モデル、 用語の調整としての 

ノロジー 
タ -"" " , ( 専門用語学 ) 、 用語の背景にあ る 概 念の分析・表現を 7 「ラオントロジー C 「 学 ) な 

どを紹介し考察する。 

2. 「横軸」の概要と 特色 
様 幹は現在 3 2 の学会からなり、 分野横断の理俳に 立った理論的研究は 勿論、 産学連携など 実際 

面 i, 配慮し、 知財、 人材など広大な 研究領域を有する 国家的な大プロジェクトといえよ う 。 1) これ 

は新しい科学技術推進のプロジェクトであ り 2@ 、 国家・戦略として 明また N I S  け ショナル・イ 

ノベーション・システム ) として 4) 政策的にも目標の 体系化も十分論議されていくものと   思われる 

引 。 そこでプロジエクトとしての 方法論、 例えば科学哲学 6) や認知科学 7) 、 研究自体の言 呵日 、 例 

えば文献詞 甘 学や各種の評価法 8) も検討されねばならないものと 思われる。 
また先述のリスクへの 対応など問題解決のほか、 例えば r モノつくり」 ( ハード ) から「 コト つく 

り」 ( ソフト ) への転換といった 新しⅠ 槻点 に立った学問体系もめざしている。 ここで「 コト つくり」 

とは、 ものの形だけではなくその @ 能」およびその 機能を @ 角 l@ するプロセス」を 重視し体系化 

することで、 そのためには 知の相互関係の 研究や 、 個々の知見を 汎用的な知へと 拡大することであ 

るとされる。 
とくに 横幹 においては 縦 ( たとえば機械工学といった 既存の学問分野 ) と横 ( サき 親字、 設 き杵 き、 

シミュレーションなど ) の交点におけるシナジー 効果や新しい 可能性に期待している。 その場合必 

要になってくるのがこれまでの 学問の傭 轍 やそのなかにおける 既存の、 学問の位置づけや 相互の関連 

であ ろう。 こうした研究はこれまでにも 例えば技術のクラスター 9) と； 刈 跣全 モデル 10) など多く 

なされているが、 これから参入の 見込まれる ft: 会 ・人文系も考えた 総合的な検討が 必要であ ると思 

われる。 

3. 「枝幹」と理論モデル、 ターミノロジ て オントロジ一 

以下では筆者の 視点から 横 幹の展開にとって 重要と思われる 理論モデル、 ターミノロジー ( 概念・ 

Hj 言行学 ) 、 オン ト ロジー ( 工学 ) についてその 紹介と、 情報文化学における 実際を紹介 資 何かの参考   
3 . 1  理論モデル 

横 幹の理論モデルを 考えるときその 要件として、 ①人文・社会系を 含めたなるべく 多くの視点に 

ぁ WlL; 出来ること、 ②計量可能なモデル、 ③ 人 聞や社会など 具体的で意味を 伴った事象にも 対応出来 
ることなどが 考えられる。 
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- つの例として 情報文化学のモデルを 紹介したい 1 1) l2) 。 情報文化学とは 情報 ( コンピュータ、 

携帯なめと文化 ( 芸術など狭い 意味の文化ではなく 生活といった 広い意味での 文化 ) の交錯ずる 

領域で、 具 内約な研究対象として EC(El ㏄ tro ㎡ c 臼 )mmeer ㏄ ) などの経済、 コンピュータ・セキュ 

リティなどのリスク 関連、 デザイン分野などを 研究対象としており、 あ る意味 横幹の プロジェクト 

( テーマ ) のいずれとも 関係するといえよ う 。 

1) 情報空間モデル 

これは 図 1 のように施設系 ( ハード す なむち情報に 関わる施設全般 ) 、 理念系 ( ソフトウエアを 

対象にした系統的知識としてのソフトサイェン ス およびソフトウェアテクノロジⅡ、 人問 系 ( 人 
間の尊厳という 立場からのセキュリティ や プライバシ一などヒューマンな 面 ) の羽軸から構成さ 

れる情報空間のモデルであ る。 これは見方によっては X 、 Y 、 2. の三軒のべ タ トル合成によって 

情報文化の計量的取り 扱いも可能となるものと 思われる。 
幼時系列モデル 

これは図 2 のようにシステム 理論に基づくものであ る。 広義のシステムが 自己安定システムから 

創造的適応システムに 至るそれぞれの 理念系、 施設系、 人間系のキープードが 示されている。 

図 1  情報文化空間のモデル 

システムのレベル 俺とゑ 系 施設系 人間 系 
自己安定システム 自己システム 安定型 サイバースペース セキュリデイ 充実 

自己発展システム 多人数参加型 融通あ る人工的空間 白 己 発展型 e 社会 

自他調整システム 理念と仮想の 共存 バト， 汎イ ン万一メー 消費者王導 

自発・白そ 紺勺 システム 自律・自発の 共存 Ⅱによる相互共通 生活充実の最適 ィヒ 

創造的適応システム 異質システム 融合 創造的適応基盤 異文化交流の 問題解決 

図 2  情報文化の発展モデル 

3) モデルの検討 

●モデルにおけるモノ とコトとサマ 

これまでの情報学、 情報工学でほ 主にモノとしての 施設系 ( ハードウェア ) とコト としての 理 ，食 

茶 ( シフトウェア ) が研究されてきたが、 情報文化学ではさらに サマ としての人間系 ( ヒュー マ 
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ンウェア一人間の 形あ りかたやかたち ) に注目している。 

Ⅰモデルにおける @ 刃 と「見え方」 
これまでの科学・ 技術は例えば 案も栗に健常者を 対象とした ac 廿 ㎎ な 「見方」に立っていたので 

はない ヵ ㌔これに対して 対象に即した v 朴 sive な 「見え方」の 視点に立つと、 健常者のみならず 非 

健常者やいろいろな 民族、 世代など多くの 研究対象がみえてくる コド に気づく。 情報文化学ではこ 

うした pa ぬ而 e な @ え 方 」を重視している。 

3 . 2  ターミノロジー 

ターミノロジー U 既念 ・用語学 ) はヨーロッパなどの 多言語国家でコミュニケーション、 情報検 

索、 翻訳などで必要とされ 発展してきた 13@ 。 言語学、 哲学 ( 論理学、 存在論 ) 、 情報学、 辞書学な 

どを背景の学問とし、 対象とする分野に 特有な用語 ヰ卍 各語、 同義・類義語など 概念の分析や 表記、 

辞書における 配列、 辞書のインターネットによる 西田言などを 行い、 - 般に国家的、 国際的な機関で 

なされている。 本学会でも環境用語の 分析 側 があ る 14) 。 情報文化学の 分析が表 j に示されている。 

しかし問題なのは 既存の学会等が 用語に関する 既得権 をもっていることで、 つまり分野間の 用語 

の調整は実際上非常に 困難な作業となる。 そこで横軸においてもこうしたターミノロジーへの 理 書 

きが重要となるものと 思われる。 

表 Ⅰ 情報文化のターミノロジー 

用語のパター ン 用 一五 @ 

固有な用語 力ル チ ャ ウェア、 統計文化 

略語 CAl Ⅰ ヨ ， EC 

同義・類義語 企業文化 ( 企業の価値体系 )   サイバースペース ( サイバー空間 ) 
合成語 電子型直接民主主義 

新 ・造語 コミュニ テ イウエア、 ジエ モーション、 知能化社会 

連語、 句 映像理論と文化類型 

地楡的な 話 ウイルス、 エージェント 

3 . 3  オントロジー 

ターミノロジ 一でも用語の 背景となっている「概俳」 ( コンセプト ) の存在論的 撲帥系 ( 全体部分 関 

係 、 部分と部分の 関係、 甘 韓苛的 継承関係など ) を重税してきた。 最近のオントロジー 工学では タ一 

ミノロジーとも 若干異なるが、 対象の階層と 属性をセットにして 対象間の関係を 標準的なソフトウ 
エアによって 表現する。 1 田 オントロジー 工学により知識の 関係が明確になり、 知識の粗密やこれ 

から開拓すべき 分野が透明になるなど 多くの成功事例も 発表されている。 情報文化学での 分析が図 

． 3 に示されている。 

しかし問題点は 対象の属性などをどの 程度分析すればよいの 力もまた分野間のつなぎをど う する 

のか、 横辞 めような多くの 学会を対象にする 場合さらにはよりマクロな 分類も必要になってくるも 

のと思われる。 さらに筆者からはターミノロジーとオントロジーとの 関係のさらなる 強調とコラボ 

レーションが 必要と思われる。 

4. おわりに 

未発表ではとくに 研究支援の視点から 理論モデル、 ターミノロジニオントロジ 一について紹介 

しそれらの関係を・ 議論し色様幹は 今後さまざまに 展開あ るいは変容していくものと 思われるが、 

これらのモデルや 方法の 、 多くの学会のコミュニケ   ション場面などにおける 有効な活用と 展開を 

期待している。 
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